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序

古くから大陸文化を受け入れる窓口として栄えた福岡市には数多くの文化財が存在してい

ます。それらは本市のみならず、わが国のかけがえのない財産でありますが、開発によりやむ

を得ず失われる埋蔵文化財については事前に記録保存調査を行い、後世に伝えるようつと

めております。

本書で報告する桧原遺跡は、油山の北麓、樋井川流域に展開する遺跡で、現在の桧原運

動公園周辺に位置しております。これまでの発掘調査等で、古墳時代から中世の集落や前

方後円墳を含む古墳群などが存在したことが明らかになっており、樋井川流域における重要

な遺跡のーっと考えられております。

本書で報告する第 6次調査地点は遺跡の北端部に位置しますが、古墳時代後期や中世

後期の集落関連遺構がみつかり、桧原遺跡の具体的な歴史的変遷を明らかにする資料を得

ることができました。

本書が埋蔵文化財保護に対する理解と認識を深める一助となるとともに、学術研究の資料

として活用いただけることを心より願っております。

最後になりましたが、発掘調査から報告書作成に至るまでご協力いただいた関係者の方々

に厚くお礼申し上げます。

平成 25年 3月 22日

例

福岡市教育委員会

教育長酒井龍彦

1.本書は南区桧原7丁目 714 2敷地内の共同住宅建設工事に先立って福岡市教育委員

会が実施した桧原遺跡第 6次調査の発掘調査報告書である。

2.発掘調査と整理報舎は森本幹彦が担当した。遺構・遺物の実測と製図は担当者が行つ

た。金属遺物の処理と分析は上角智希（福岡市埋蔵文化財センター）が行った。

3.調査の基準座標は調査区の形態に合わせた任意のものである。本書で用いている方位
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I .はじめに

1.調査に至る経緯

2011 （平成 23）年 6月 17日付けで個人事業者より福岡市教育委員会宛に、南区桧原7丁目

714 2 （敷地面積 291.38rrf）における共同住宅建設に伴う埋蔵文化財の有無についての照会がな

された（事前審査番号 23-2-221）。申請地は周知の埋蔵文化財包蔵地である桧原遺跡内であり、

201 1年 7月 5日・ 11日に埋蔵文化財第 1課事前審査係で試掘調査したところ敷地の北部と東部

の表土直下で遺構・遺物の存在が確認された。この成果をもとに協議を進めたが、建設工事にあた

っては敷地北部の切り下げと遺構面より深い基礎工事の必要があり、遺構の破壊を回避できないこ

とから、記録保存のための発掘調査を実施することになった。ただし試掘調査の成果から、建設工事

により埋蔵文化財が影響を受けると判断される、申請地北部と東部の 83rrfを調査対象とした。調査

・整理費用には国庫補助が適用された。 2011年の 8月 24日から 9月 5日まで発掘調査を実施し

た。整理作業は平成 24年度に行った。

2.調査の組織

調査委託

調査主体

調査総括

庶務担当

事前協議

調査担当

個人事業者

福岡市教育委員会

教育長

文化財部長

文化財部埋蔵文化財第 2課課長

埋蔵文化財第 2課調査第 2係長

埋蔵文化財第 1課 管理係

埋蔵文化財第 1課事前審査係長

事前審査係

埋蔵文化財第 2課調査第 2係

酒井龍彦

藤尾浩

田中書夫

菅波正人

井上幸江

宮井善朗

木下博文

森本幹彦

整理・報告年度の平成 24年度からは文化財部の異動等に伴い調査の組織は以下の通りとなっ

ている。



II.位置と環境

桧原遺跡は油山の北麓、桧原川｜東岸の高位段E上に立地している。樋井川上流域の遺跡の一

つで、近くには大平寺遺跡（古墳群）や柏原遺跡群などがある（Fig.2）。市制以前は早良郡樋井川

村であり、律令期は早良郡田比伊郷であったとみられる。

樋井川上流域では柏原遺跡群等で旧石器や、縄文時代草書lj期～早期の集落がみつかっており、

市内の中でも遺跡形成が、早い地域である。しかし、弥生時代から古墳時代中期には大きな集落が

形成されておらず、古墳時代後期になってから、上流域での水田開発や群集墳の増加等と連動す

るように、本格的な集落が営まれるようになる。

第 6次調査地点は桧原遺跡の北端部に位置しており、丘陵北端をなす落ちも検出している（Fig

. 1）。後述のように古墳時代後期、飛鳥時代、中世後期の遺構を検出した。近接する第 5次調査地

点では古墳時代後期の掘立柱建物群や柵のほか旧石器も出土している。

古墳時代後期の集落関連遺構は他にも、第 1・2次調査地点や 3次調査地点でもみつかってお

り、遺跡全体に分布するものとみられる。未報告であるが、第 l・2次調査地点は遺跡北東部の谷

頭であり、当該期の木製品や祭把関連遺物などが多量に出土している。同時期の竪穴建物や掘立

柱建物の他、奈良時代の製鉄遺構もみつかっているようである。

遺跡中央部のE陵上には桧原古墳群が分布しており、 2号墳は後期中葉の前方後円墳であり、

当該期における樋井川流域の首長墳とみられる。 遺跡東部のE陵上には現況で古墳の分布が確認

できないが、 7世紀後半から 8世紀を主体とする土器群が出土する地点がある（A地点）。樋井川流

域の平野を一望できる地点、であり、 遺構は不明であるが、当該期の見張所的な小規模施設が存在し

た可能性がある。

Fig. 1 調査地点と周辺（1ハ000、1/300) 
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III.第 6次調査の報告

1.調査の概要

本調査区は桧原遺跡の北に位置しており、丘陵北端部に立地している。

検出した遺構は古墳時代後期の土坑、飛鳥時代の柱穴列（建物か柵かは不明）、中世後期の地

下式坑や水溜状遺構の各1基と柱穴少数である。表土下 10CIIlから 50CIIl前後の深さで地山の暗樫

色～黄褐色粘質土となり、遺構を検出することができるが、敷地の中央部付近には遺構が分布して

いない。近現代の宅地化に際しての削平が著しく、丘陵縁辺の比較的深い遺構のみが遺存したもの

とみられる。

出土遺物はコンテナケース l箱分である。古墳時代後期後半の土坑から出土した須恵器・土師

器を主体とする。その他の遺物には飛鳥時代の須恵器、中世後期（16世紀前後）の陶磁器・土師

皿、縄文時代の黒曜石剥片石器、古墳時代後期の鉄津などがある。

2.調査の記録

1)遺構

①S KOOl (Fig.4上）

調査区北部で検出した南北4m以上、東西 3.lmの不整形土坑で、ある。上面が削平されているた

め、正確なプランは不明であるが、西辺と東辺は直線的で、南辺は弧をなす。覆土は暗褐色土を主

体とするもので、、炭化物が混じる。深さは 60CIIl以上で、ある。出土遺物はTKlO～TK43併行期の須

恵器と土師器で、遺構の時期は古墳時代後期中葉～後葉と考えられる。土器のほか鍛冶津が少量

出土している。丘陵の北縁に立地しているので、遺構の性格は集落縁辺に配置されたゴミ穴とみられる

が、近辺には鍛冶場が存在した可能性も考えられる。

②柱穴列（Fig.4下）

調査区北東部で検出した直径 40CIIl前後の柱穴SP003、005、006は掘立柱建物または柵を構成

する柱穴列とみられる。柱穴問の距離は芯々で 1.1～ l.2m、柱は直径 15CIIl程度とみられる。軸は
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Fig. 3 第6次調査区全体図（1/80) 

のとみられる（4層はその削平の際に崩落したものであろう）。北側が竪抗部で、平面は直径 lm前

後の円形である。南側が横穴の地下室で、通路長 0.5m前後、室長 1.7m前後となろう。 出土遺物は

少量であるが、 l層から 16世紀頃の白磁が出土しており、遺構の下限時期と考える。

④S E009(Fig.5右）

撹乱やSK004に切られるため、上面プランが定かではないが、検出面で一辺 1.6m以上を測り、

下部で直径 0.8m前後の円形プランとなる。深さは l.lm以上を測り、今回検出した遺構の中では最

も深い。井戸状であるが、湧水点には達しておらず、天水等を集める貯水施設の水溜状遺構とみら
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2.暗褐色土＋赤褐色土ブロック（少） 2.褐色土盛土

3. 2層より赤褐色土ブロック多い 3.褐灰色土盛土

4.暗褐色土（炭多く混） 4 暗褐色土（001覆土）

5.暗褐色土＋暗黄灰色褐色土 5目暗褐色土＋赤褐色土（001覆土）

A.暗櫨色土（地山） 6目赤褐色土（地山） 。 50 100cm 

SK001 
B.砂礁混黄褐色土（地山）

M、N

×大＼

@,03 ⑬問 α 06 

23.7m 23.7m 

柱穴列
凶 ι3 。 50 100cm 

Fig. 4 SK001、柱穴列実測図（1/40)
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れる。堆積土は赤褐色シルト主体で、下層には灰色土や黄褐色土が混じる。人為的な埋土であろう。

無遺物である。

2）出土遺物（Fig.6)

1～ 12はSKOOl出土土器である。 1～ 3は須恵器杯身、 4～ 7は須恵器杯蓋、 8・9は土師器

鉢、 10は土師器ミニチュア鉢、 11は土師器直口壷、 12は土師器丸底鉢（壷）である。査や甑といっ

た煮沸用土器片の出土が少ないので、器種組成には偏りがあるといえる。須恵器はTKlO型式期か

らTK43型式期にかけてのもので、 (1・6・7が前者）下層からも後者の型式が出土することから、

機能時期の時間幅を示すものと考えられる。また、 SK004混入品であるが、 14の須恵器高杯脚部

片も同時期のものであろう。

13はSP006（柱穴列）出土の須恵器蓋のつまみで、 7世紀前半のものである。

15はSK004出土の白磁である。端折れ口縁の皿で景徳鎮窯産であろう。 16世紀前後のものと

みられる。 16は撹乱出土の龍泉窯系青磁V類碗の高台部である。 17は調査区北斜面堆積の褐灰

色士から出土した士師皿で、中世末～近世のものとみられる。土器以外の遺物は極少量である。縄

文時代の黒曜石剥片石器 2点 1.48gやSKOOlから小鉄津（鍛冶津） 3点が出土している。

3.まとめ

桧原遺跡は樋井川上流域のE陵上に展開する遺跡で、第 6次調査区はその北限に位置する。

遺跡の盛期は古墳時代後期の集落と古墳であるが、本調査地点でも当該期の集落縁辺にあった

とみられる廃棄士坑を検出した。少量ながら鍛冶津も出土しており、付近に古墳時代後期の鍛冶場

が存在した可能性が高い。また、 7世紀前半の柱穴列（柵？）があり、 5次調査で、みつかっている建

物の一部にもこの段階のものが含まれるとみられる。

桧原遺跡の古墳時代集落は 6世紀中葉から後葉をピークに、 7世紀前半までは連続すると考えら

れる。 7世紀後半から 8世紀の遺物や遺構がみつかっている地点もあるが、今のところ手がかりは少

なく、その連続性については不明確ながらも、 7世紀前半までとは断絶があるように感じられる。

第 6次調査地点で、は地下式坑や水溜状遺構といった中世後期とみられる遺構も検出した。遺跡

内のこれまでの調査では、中世の遺構・遺物がほとんどみつかっていないので、貴重な成果といえ

刊で口！！！：紀核三ドル～日！！！：紀前平の照的やヌ；民間防がみ勺か似てし

し



1 .調査区北部（南から）

2.調査区北部（東から）
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1.調査区南部（東から）

2.SK001（北から）
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水溜状遺構 石器・鉄津

桧原遺跡は樋井川上流域の丘陵上に展開する遺跡で、古墳時代後期の集落と古墳を盛期とする。

第 6次調査区はその北限に位置し、当該期の集落縁辺にあったとみられる廃棄土坑を検出した。少量ながら

鍛冶津も出土しており、付近に古墳時代後期の鍛冶場が存在した可能性が高い。 7世紀前半の柱穴列（柵？）も

あり、古墳時代集落は6世紀中葉から後莱をピークに、 7世紀前半までは連続すると考えられる。

また、地下式坑や水溜状遺構といった中世後期とみられる遺構も検出した。遺跡内のこれまでの調査では、中

世の遺構・遺物がほとんどみつかっていないので、貴重な成果といえる。
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